
中間とりまとめからの主な修正事項 

頁 該当項目 中間とりまとめ 部会報告（案） 

3 
第１章 計画の基本的事項 

１ 策定の趣旨 

県民・ＮＰＯ・事業者が主体となった様々

な取組が行われ、 

県民・事業者・ＮＰＯ（社会や地域のため

に自主的に活動しているボランティア団

体、市民活動団体、特定非営利活動法人な

どの民間の非営利・非政府の活動団体を指

します。本計画において以下同じ。）が主

体となった様々な取組が行われ、 

33 

第４章 2020 年度までの環境施

策の方向 

１ 「環境と経済の調和のとれた

あいち」に向けて 

◆事業活動に伴う温室効果ガス

排出量の抑制 

生産工程の改善などにより、一層のエネル

ギー使用の効率化を推進する必要があり

ます。 

生産工程の改善やコージェネレーション、

省エネ設備等の導入などにより、一層のエ

ネルギー使用の効率化を推進する必要が

あります。 

41 

第４章 2020 年度までの環境施

策の方向 

２ 「安全で快適に暮らせるあい

ち」に向けて 

◆再生可能エネルギーの利用促

進によるエネルギーの地産地消 

■再生可能エネルギーを安定的に利用す

るための蓄電池の導入促進 

■再生可能エネルギーを安定的に利用す

るための蓄電池、コージェネレーション等

の導入促進 

62 用語解説 － 

低炭素型製品 

世界全体の低炭素化に貢献する次世代自

動車や次世代航空機、新素材などを指す。

愛知県では「あいち地球温暖化戦略 2020」

に基づいて、その開発及び供給拡大を進め

ている。 

 

資料４ 


